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　日本国内で最大規模のジーンバンクである農研機構遺伝資源センターと，ラッカセイについて日本国内最多の品種・
系統を保管する千葉県農林総合研究センターのラッカセイコレクションのうち，野生種１種と国内外の栽培種17品種・
系統について同一条件下で栽培試験を行い，25個の農業形質について特性評価を行った。その結果，収量を構成する
形質である個体あたりの莢の重量または個体あたり莢数と有意な相関が認められた形質は，草型，小葉の形等であった。
また，分枝が短い，主枝着花習性を有する等，栽培管理上や多収量を得るために有用な特徴を示す品種・系統も明ら
かとなった。さらに，野生種が栽培種と比較して特徴的であることも主成分分析の結果等から明示された。
　Main gene banks on peanut in Japan are The Genetic Resources Center, NARO and Chiba Prefectural Agriculture 
and Forestry Research Center.  On the peanut collections of these two gene banks, we characterized 25 agronomic 
traits for a wild species and 17 cultivated varieties and lines.  As the results, following three points were revealed 
mainly; (1) Pearson correlation coefficient was calculated between seed with pod weight per plant and number of 
pods per plant and each the agronomic traits.  Agronomic traits which showed significant correlation between the 
seed with pod weight per plant or number of pods per plant were plant type and shape of leaflet. (2) Varieties and 
lines which characterized as short branch and flowering on main stem were also found. (3) Wild species were clear-
ly distinguished from the cultivated varieties and lines.
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１. 緒言
　産業の発展に伴う農地の減少や近代品種への置換によ
り在来種が急激に失われる傾向が顕著になってきた20世
紀半ば以降，遺伝資源の収集・保管・特性評価・配布等
の役割を担うジーンバンクの重要性が高まっていった。
世界的な動向として，まず1960年代に遺伝資源の保存を
国際的な協力の下に行おうとする活動がFAO（国際食
糧農業機関）を中心に始まり，1971年にはCGIAR（国
際農業研究協議グループ）が組織され，1974年には各国
にある遺伝資源研究機関や国際農業研究所間のネット
ワークを発展させるためCGIAR傘下にIBPGR（国際植
物遺伝資源理事会）が組織された（鵜飼，2003）。日本
では，1965年から農業技術研究所を中心として遺伝資源
管理のプロジェクトが発足し，種苗保存導入の体制が強
化された（鵜飼，2003）。2001年には農業生物資源研究
所をセンターバンクとする農業生物資源ジーンバンクが
発足し（鵜飼，2003），2016年に農研機構遺伝資源セン
ターに改組され，日本国内最大規模のジーンバンクとし
て現在に至る。ただ主要なマメ類であるラッカセイのコ
レクションについては，国内外から導入した約1,600の
品種・系統を保存している千葉県農林総合研究センター
が国内最多である（黒田ら，2012）。同センターのラッ
カセイのコレクションのうち，特に野生種は貴重と言える。
　以上のとおり，日本国内におけるラッカセイの主要な
ジーンバンクは農研機構遺伝資源センターと千葉県農林
総合研究センターである。しかしこれまで，両ジーンバ
ンクに保存されているラッカセイのコレクションのうち，
同一栽培条件下で農業形質の特性評価が行われていない
品種・系統が少なからず存在する。将来これらの品種・
系統を育種母本として活用することを念頭に置くと，農
業形質の特性についての情報を補強し，パスポートデー
タに加えておくことが望ましい。そこで本研究では，野
生種を含む両センターのラッカセイのコレクションにつ
いて，同一条件下で栽培試験を行い，農業形質の特性評
価を行うこととした。
２. 材料と方法
２-1. 栽培概要
　供試コレクションは，農研機構遺伝資源センターの栽
培種13品種・系統，千葉県農林総合研究センターの野生
種１種と栽培種４品種とした（表１）。供試コレクショ
ンの選定にあたり，野生種を含めること，栽培種は世界
の多様な地域をカバーすること，日本の代表的な品種を
含めること等を考慮した。栽培試験は，千葉大学西千葉
doi：10.20776/S13482084-67-P353
－353－
キャンパス圃場（千葉県千葉市）において2015年と2016
年に各年１反復ずつ，それぞれ2015年５月29日と2016年
５月31日に播種して実施した。圃場レイアウトは，畝間
0.8 m，株間0.4 m，１品種１畝とし， １畝あたり８粒播
種した。肥料は，千葉県の大豆・落花生の基礎「栽培管
理の流れと留意点」（千葉農業事務所改良普及課，
2018）に準じて，10ａあたり窒素３kg，リン酸10 kg，
カリ10 kgおよび苦土石灰40 kgを元肥として施肥した。
収穫は，開花後100日頃に行った。
２-２.　調査方法
　調査対象とする農業形質およびそれらの調査方法は，
らっかせい品種特性分類審査基準（農林水産省食料産業
局知的財産課，2018）に準じた。すなわち，生育期間中
の調査形質は草型，主茎長，分枝長，小葉の形，小葉の
大きさ，葉色，主茎着花習性，花色，さび病抵抗性，ヒ
メコガネ抵抗性，開花まで日数の11形質とし，収穫後の
莢と子実については個体あたり５莢について，個体あた
りの莢数，個体あたりの莢の重量，莢の長さ，莢の幅，
莢の厚さ，莢の網目，莢のくびれ，莢殻の厚さ，子実の
長さ，子実の幅，子実の重量，１莢内の粒数，種皮の斑
紋，種皮の色の14形質を調査した。
２-３.　分析方法
　各形質についての品種間のTukeyの多重検定をExcel
統計2015により行った。
　各形質間のピアソンの相関係数の算出と有意性検定を
IBM SPSS Statistics 24により行った。
　調査した全25形質を対象とした主成分分析を，各形
質の品種ごとの平均値についてExcel統計2015により
行った。
シリアル番号 JP番号または台帳番号 品種・系統 収集地または育成地 栽培種／野生種
N1 27303 千葉半立 日本（千葉） 栽培種
N2 27330 PI 314817 ペルー 栽培種
N3 36142 ICGS (E) -4 インド 栽培種
N4 42652 A 1246 コンゴ 栽培種
N5 42816 GEORGIA 119-20 アメリカ 栽培種
N6 45501 駿東 日本（静岡） 栽培種
N7 45543 鴛鴦豆 台湾 栽培種
N8 45771 TAU (AN-GIANG) ベトナム 栽培種
N9 45776 サウザンクロス（九州） インドネシア 栽培種
N10 45793 タンガニカ12号 タンザニア 栽培種
N11 45811 PI 240551 (MANIBLANCO) アルゼンチン 栽培種
N12 45871 CONTIA-MIXED (RED) ブラジル 栽培種
N13 85967 GJ93/230 ガーナ 栽培種
C1 1472 Arachis monticola アルゼンチン 野生種
C2 なし 千葉半立 日本（千葉） 栽培種
C3 なし ナカテユタカ 日本（千葉） 栽培種
C4 なし おおまさり 日本（千葉） 栽培種
C5 なし 郷の香 日本（千葉） 栽培種
　シリアル番号N1～N12は農研機構遺伝資源センターのコレクション
　シリアル番号C1～C5は千葉県農林総合研究センターのコレクション
表1.　供試コレクション
シリア
ル番号
草型
主茎長 
 （cm）
分枝長 
 （cm）
小葉の形
小葉の大きさ
 （cm2）
葉色
主茎着花
習性
花色
さび病
抵抗性
ヒメコガ
ネ抵抗性
開花まで
日数
N1 5 18.3±4.4 23.9±6.7 5 15.8±6.3 5 1 5 3 7 46.2±3.9
N2 3 29.5±5.6 32.4±7.3 7 26.3±3.3 6 9 5 3 3 37.2±1.5
N3 2 27.8±9.8 30.0±11.0 7 25.9±7.1 6 9 5 4 3 38.9±3.6
N4 4 36.9±10.4 38.3±10.5 7 30.6±8.5 5 9 5 4 4 38.3±6.4
N5 7 20.4±4.6 20.3±5.1 7 17.0±2.3 6 1 5 4 7 49.3±5.4
N6 7 24.4±5.6 36.9±7.8 7 19.0±3.5 6 1 5 7 4 45.6±2.7
N7 7 17.6±5.7 35.1±8.9 3 18.7±5.2 6 1 5 7 4 44.7±2.8
N8 5 25.1±9.3 33.7±11.8 7 25.4±6.9 5 9 5 4 4 44.7±4.8
N9 6 20.2±9.5 21.3±10.4 7 28.7±10.3 5 9 5 7 4 44.5±6.8
N10 5 17.4±9.2 18.6±10.8 3 22.1±8.1 5 9 5 4 4 47.1±9.2
N11 4 20.9±9.4 19.6±9.2 3 24.4±8.7 5 9 5 4 4 41.8±4.5
N12 4 25.8±12.6 27.4±14.3 7 23.5±5.8 6 9 5 4 4 42.8±9.3
N13 5 26.5±12.7 28.2±13.2 3 21.0±7.0 7 1 5 7 4 51.5±5.3
C1 8 18.0±4.4 59.7±17.3 3 11.1±2.0 5 1 5 4 4 44.9±2.6
C2 5 20.4±2.3 26.6±5.4 5 18.4±3.9 6 1 5 3 7 45.6±1.6
C3 4 21.5±4.0 22.5±4.6 9 16.6±4.2 6 1 5 3 7 43.2±2.8
C4 5 27.6±4.5 34.0±5.6 7 22.4±4.9 6 1 5 4 4 42.8±2.6
C5 4 24.9±3,3 27.5±4.1 7 18.4±3.6 6 9 5 4 4 41.2±1.8
表2.　生育期間中の農業形質
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3. 結果
３-1. 生育期間中の農業形質
　播種後65日時点で調査した各品種の生育期間中の農業
形質を表２に示した。
　これらのうち，草型は７階級で評価し，立性が最も顕
著な個体をレベル２，伏性が最も顕著な個体をレベル８
とした。その結果，立性に分類されるレベル２～４の
うち，レベル２はN３（インド），レベル３はN２（ペ
ルー），レベル４はN４（コンゴ），N11（アルゼンチン），
N12（ブラジル），C３（ナカテユタカ），C５（郷の香）
で，中間型に分類されるレベル５～６のうち，レベル５
はN１（千葉半立），C２（千葉半立），N８（ベトナム），
N10（タンザニア），N13（ガーナ），C４（おおまさり），
レベル６はN９（インドネシア），そして伏性に分類さ
れるレベル７～８のうち，レベル７はN５（アメリカ），
N６（静岡），N７（台湾），レベル８はC１（野生種）
であった。
　分枝長は，最も短いのはN10（タンザニア）の18.6±
10.8 cm，最も長いのはC１（野生種）の59.7±17.3 cmで，
どちらもその他の品種・系統と有意差が認められた。
　主茎着花習性は２階級で評価し，無い個体をレベル１，
有る個体をレベル９とした。その結果，主茎着花習性が
有るレベル９は，N２（ペルー），N３（インド），N４（コ
ンゴ），N８（ベトナム），N９（インドネシア），N10（タ
ンザニア），N11（アルゼンチン），N12（ブラジル），C
５（郷の香）で，品種・系統内での変異は観察されな
かった。
　小葉の形は５階級で評価し，円をレベル1，やや円を
レベル3，中をレベル5，やや長をレベル7，長をレベル
シリア
ル番号
莢の数 
（個体あたり）
莢の重量 
（g / 個体）
莢の長さ
（cm）
莢の幅
（cm）
莢の厚さ
（cm）
莢の網目
莢のくびれ
（cm）
莢殻の厚さ
（cm）
N1 33.1±16.0 48.9±23.5 3.71±0.46 1.53±0.25 1.43±0.16 5 1.15±0.15 0.10±0.03
N2 25.9±13.1 32.4±12.3 3.20±0.73 1.37±0.29 1.25±0.09 7 1.12±0.12 0.10±0.02
N3 37.9±19.2 42.4±18.5 2.64±0.26 1.06±0.08 1.02±0.08 5 0.78±0.12 0.06±0.02
N4 26.7±15.0 36.0±19.1 3.20±0.56 1.33±0.11 1.27±0.11 5 1.14±0.14 0.12±0.04
N5 21.4±9.3 33.0±17.1 3.80±0.40 1.65±0.20 1.58±0.16 5 1.20±0.19 0.16±0.18
N6 23.2±12.2 32.5±16.3 3.73±0.51 1.51±0.16 1.46±0.19 5 1.11±0.10 0.09±0.04
N7 26.5±20.0 34.4±28.3 3.24±0.55 1.33±0.17 1.22±0,13 5 0.97±0.18 0.08±0.02
N8 21.8±19.6 24.3±24.8 2.87±0.43 1.24±0.13 1.19±0.14 5 0.93±0.16 0.07±0.06
N9 22.2±12.9 25.0±14.4 3.00±0.45 1.30±0.15 1.25±0.14 5 0.86±0.14 0.08±0.03
N10 25.1±19.3 19.4±14.7 2.35±0.32 1.08±0.09 1.04±0.10 5 0.88±0.11 0.06±0.02
N11 17.1±8.6 20.7±10.0 3.04±0.32 1.31±0.10 1.23±0.10 5 1.05±0.09 0.09±0.03
N12 27.9±19.4 20.3±14.1 2.52±0.29 1.12±0.10 1.07±0.09 5 0.89±0.09 0.10±0.13
N13 5.7±8.0 5.7±8.2 2.92±0.38 1.33±0.14 1.36±0.11 5 1.10±0.14 0.08±0.03
C1 3.3±5.2 0.6±0.7 0.58±0.24 1.09±0.32 0.74±0.11 5 0.00±0.00 0.04±0.01
C2 27.1±18.6 38.5±25.7 3.85±0.54 1.52±0.17 1.43±0.15 5 1.09±0.16 0.11±0.11
C3 22.7±11.2 39.2±19.4 4.21±0.46 1.56±0.14 1.48±0.12 5 0.99±0.18 0.09±0.03
C4 18.4±10.1 51.4±29.6 4.78±0.63 1.91±0.23 1.84±0.15 5 1.50±0.23 0.14±0.04
C5 25.7±9.3 46.4±19.0 4.12±0.37 1.49±0.11 1.44±0.11 5 1.09±0.14 0.09±0.03
表3.　収穫後の莢の農業形質
シリアル番号
子実の長さ
（cm）
子実の幅
（cm）
子実の重量 
（g / 粒）
子実の数 
（莢あたり）
種皮の斑紋 種皮の色
N1 1.79±0.24 0.90±0.19 0.71±0.27 1.96±0.20 1 5
N2 1.17±0.20 0.76±0.13 0.32±0.13 3.28±0.60 1 5
N3 1.27±0.14 0.77±0.10 0.40±0.11 1.91±0.34 1 6
N4 1.30±0.19 0.80±0.12 0.43±0.14 2.49±0.75 1 7
N5 1.79±0.24 0.87±0.14 0.72±0.25 1.93±0.26 1 5
N6 1.87±0.27 0.86±0.17 0.69±0.25 1.91±0.29 1 5
N7 1.46±0.21 0.80±0.13 0.48±0.18 2.09±0.44 1 5
N8 1.34±0.18 0.81±0.13 0.49±0.16 1.96±0.20 1 5
N9 1.45±0.19 0.87±0.12 0.57±0.17 1.98±0.13 1 5
N10 1.17±0.13 0.80±0.10 0.38±0.10 1.98±0.14 1 5
N11 1.47±0.16 0.88±0.12 0.62±0.13 1.97±0.18 1 5
N12 1.20±0.13 0.74±0.07 0.33±0.07 2.03±0.29 1 5
N13 1.32±0.17 0.76±0.16 0.39±0.21 1.93±0.26 9 8
C1 0.96±0.17 0.52±0.09 0.16±0.07 1.00±0.00 1 5
C2 1.88±0.23 0.89±0.17 0.75±0.26 1.97±0.16 1 5
C3 2.01±0.26 0.96±0.19 0.89±0.32 1.91±0.28 1 5
C4 2.43±0.27 1.15±0.23 1.44±0.40 1.93±0.26 1 5
C5 2.07±0.21 0.98±0.20 0.99±0,27 1.91±0.33 1 5
表4.　収穫後の子実の農業形質
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９とした。その結果，レベル１は無く，レベル３はN
７（台湾），N10（タンザニア），N11（アルゼンチン），
N13（ガーナ），C１（野生種），レベル５はN１（千葉
半立），C２（千葉半立），レベル７はN２（ペルー），N
３（インド），N４（コンゴ），N５（アメリカ），N６（静岡），
N８（ベトナム），N９（インドネシア），N12（ブラジル），
C４（おおまさり），C５（郷の香），レベル９はC３（ナ
カテユタカ）であった。
３-２.　収穫後の莢と子実の農業形質
　収穫後の莢と子実の農業形質をそれぞれ表３と表４に
示した。
　これらのうち，収量を構成する形質として個体あたり
の莢数と個体あたりの莢の重量に着目したところ，個体
あたりの莢数は，N３（インド）が37.9±19.2個で最も多く，
個体あたりの莢の重量は，N１（千葉半立）が48.9±
23.5 gで，その他の品種・系統より有意に大きかった。
　さらに，莢の大きさに関する形質については，C４
（おおまさり）が莢の長さ4.78±0.63 cm，莢の幅1.91±
0.23 cm，莢の厚さ1.84±0.15 cm，莢のくびれ1.50±0.23 
cmでその他の品種・系統より有意に大きかった。子実
の大きさに関する形質についても同様に，C４（おおま
さり）が子実の長さ2.43±0.27 cm，子実の幅1.15±0.23 
cm，子実の重量1.44±0.40 gで，その他の品種・系統よ
り有意に大きかった。
３-３.  各形質間の相関係数
　収量を構成する形質として個体あたりの莢の重量およ
び個体あたりの莢数とその他の形質との相関に着目した。
　個体あたりの莢の重量については，小葉の形と５%水
準で有意な正の相関（r=0.551）が認められた。さらに，
莢の大きさに関連した形質である，莢の長さ，莢の幅，
莢の厚さ，莢のくびれとは１%水準で有意な正の相関（そ
れ ぞ れ r=0.803，r=0.628，r=0.651，r=0.645）が，莢 殻
の厚さとは５%水準で有意な正の相関（r=0.526）が認
められた。そして，子実の大きさに関連した形質である，
子実の長さ，子実の幅，子実の重量とも１%水準で有意
な正の相関（それぞれ r=0.724，r=0.757，r=0.704）が
認められた。
　個体あたりの莢数については，草型と５%水準で有意
な負の相関（r=-0.517）および個体あたりの莢の重量と
１ %水準で有意な正の相関（r=0.714）がそれぞれ認め
られた。
３-４. 農業形質の主成分分析
　調査した全25形質についての主成分分析では，第１主
成分と第２主成分の寄与率はそれぞれ0.31と0.25であった。
第１主成分を横軸，第２主成分を縦軸とした各品種・系
統の散布図（図１）では，C１（野生種）は第１主成分
が-6.1，第２主成分が-2.3で，他の栽培種と明瞭に区別
される領域にプロットされた。また，散布図では，収集
地域と関係したグループは明瞭には形成されなかった。
4. 考察
４-1. 品種・系統の特徴
　C１（野生種）は，調査した農業形質について栽培種
と明瞭に異なることが，主成分分析から確認された（図
１）。特に相違点が顕著だった形質として，供試コレク
ションのうち唯一レベル８の伏性を示した草型と，栽培
種と比較して有意に長い59.7±17.3 cmを示した分枝長
が挙げられる。伏性かつ分枝が長いという野生種の特徴
は，ダッタンソバ（Tsujiら，2009）等でも知られている。
　おおまさりは，ナカテユタカとJenkins Jumboの亜種
間交雑育種により育成された大粒の品種であることが知
られており（岩田ら，2008），本試験に供試したコレクショ
ンC４（おおまさり）についても，莢と子実が大きい特
徴が確認された。
４-2. 育種母本として有望視される品種・系統
　ラッカセイの栽培においては，分枝長が長く徒長する
と，倒伏しやすく収穫作業の効率が低下するため，密植
栽培を避ける，と報告されている（桑田ら，2016）。す
なわち，ラッカセイの育種においては，分枝長は短い方
が有用であると考えられる。したがって，本栽培試験で
分枝長が18.6±10.8 cmと最も短かったN10（タンザニア）
は，収穫作業の効率化や１畝に播種可能な個体数の向上
に資する育種母本になり得ると考えられる。
　また，ラッカセイでは主茎着花習性のある品種は結果
枝の連続性が高く，初期開花数が多いため，少ない総分
枝数で莢実数の確保ができ，一方で主茎着花性のない品
種は結果枝の連続性が低く，初期着花数が少ないため，
莢実数の確保に多くの分枝が必要であることが報告され
ている（黒田ら，2012）。この点をふまえると，本栽培
試験で主茎着花習性が観察されたN２（ペルー），N３
（インド），N４（コンゴ），N８（ベトナム），N９（イ
ンドネシア），N10（タンザニア），N11（アルゼンチン），
N12（ブラジル），C５（郷の香）効率のよい収量確保
に資する育種母本になり得ると考えられる。
４-3. 収量のマーカーとなる形質と有用な品種・系統
　収量を構成する形質として個体あたりの莢の重量およ
び個体あたりの莢数と有意に相関のある形質に着目した。
　まず個体あたりの莢の重量は，小葉の形と５%水準で
有意な正の相関が認められた。すなわち，小葉の形が長
いほど個体あたりの莢の重量は重くなる解釈される。し
たがって，本栽培試験で小葉の形がレベル９であったC
図 1. 調査した全形質についての主成分分析
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３（ナカテユタカ），レベル７であったN２（ペルー），
N３（インド），N４（コンゴ），N５（アメリカ），N６
（日本（静岡）），N８（ベトナム），N９（インドネシア），
N12（ブラジル），C４（おおまさり），C５（郷の香）は，
個体あたりの莢の重量の向上に資する育種母本になり得
ると考えられる。
　次に，個体あたりの莢数に着目すると，草型と５%水
準で有意な負の相関が認められた。すなわち，草型が立
性であるほど個体あたりの莢の数量は多くなると解釈さ
れる。したがって，本栽培試験で草型がレベル２であっ
たN３（インド），レベル３であったN２（ペルー），レ
ベル４であったN４（コンゴ），N11（アルゼンチン），
N12（ブラジル），C３（ナカテユタカ），C５（郷の香）
は，個体あたりの莢数の向上に資する育種母本になり得
ると考えられる。
　以上，収量を構成する形質と有意に相関のある形質と
いう観点からは，「小葉の形が長い」かつ「草型が立性」
であったN２（ペルー），N３（インド），N４（コンゴ），
N12（ブラジル），C３（ナカテユタカ），C５（郷の香）
が，特に有用な育種母本になり得ると考えられる。
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